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1) D. Solomons， Studies in Costing， 1952， p. 50 
2) W. Wright， Direct St削 a-ardCosts /0γDecision Making and Control， 1962， p. 4 
:-0 松本雅男，米国における標準原価計算の尭展， r一橋論叢J:n巷::l. 4号，昭和 24年4月， 25
ベー ジ9
4) 山辿六郎， [原価計算論」昭和3H年， '279ベージ。なお山辺教授によれば，ハリスンはrI918年
の10月から翌年3月までの聞に Indust円 alManageme叫誌」上に論文を連載したといわれる
が，翌年 r，月Jは [6月」の誤りである。






























5) lndust 'l' ~a& Management， Vol. 56， No. 4. Oct. 1918， p.273 なおここに書かれた紺介は，
G. C. Harrisonの“ CostAccounting to Aid Production"に付せられた編集者の手に成
るものと， U. Solomons， Studies同 Costtng，1952， p.50の同者の総合である。
Q) 拙稿，形成期における標準原価計算論の管理的性格の意義. I経済論謹J95巻5号，昭和40年
5月I 49-51ベジ事闘。
ハリスソの標準原価計算論における原価差異分析について (25) 25 
Jレタソト (mana吾ementconsultant)の仕事を続けてきた。
つぎに戸リス yの原価計算論に関する初期の論文をあげてみよう。
(0 Cost Accounting to Aid Production， Vol. 56， No. 4-Vol. 57， No. 6， 
Oct. 1918-June 1919" 
[2J Cost Accounting in the "New Industrial Day ぺVol.58， No. 6， 
Dec. 19198) 
[3J Cost Accounting in the "New lndustrial Day ぺVol.59. No. L 
Jan. 1920 
[4J Scientific Basis for Cost Accounting， Vol. 59， No. 3. Mar. 19209) 
とれらはすべて lndust何al Mωttagerr 四 t誌に発表されたものであり，以後，
(1J論文というように略称する。なお，これ以後においても彼は，し、くつかの
論文壱発表している。たとえば，
"Bugbear of Burden Distribution "， Magazine oj Munμge叩 ent und 
Ad隅開~strat叩勾. VI. 1923 
"、Nhat slalldard costs are doing for the reduction on costs in thc 
production and distribution departmentsコペ Natio叩 1Asso正叫twn0/ Cost 
Accountants Yeaグ Book.1928. 
があげられる。











































11) 松本雅男， r標準原価計算論J昭和37年， 416ペー ジ，注目〕幸照。
12) G. C. Harrison， (lJ. Vol. 57， pp. 222 3 























13) G. C. Hani凶on，(2)， p. 443 
14) Ibid.， p. 443 
15) Ibid.， p. 443 
16) G. C. H町 lson，5伽 da7dCosts， 1930 























18) G. C. Harrison， (1). Vol. 56. p. 274 
19) Ibid.， p. 278 
-20) Ibid.， p. 274 
21) H. Emerson， Efficiency as a Basis for Oteration剛 dWage.>， 19009 




機能である」と述ベている。 G.C. Harrison， OJ， Vol. 57. p. 137. 
24) c. C. Harrison， OJ， Vol. 56， p.280 























25) G. C. Harrison， (3)， p. 14 
26) 拙稿a 形成期における標準原価計算輸の管理的性格の意義. r経済論叢J95巻5号j 昭和40年
5月号参照。

























29) G. C. Harrisoll， ClJ， Vol. 57， p. 486 
30) -'、リスンは[1 Jの論文では基準標準の語に BaseStandardなる語を使っているが， [41 
の論文では BasicStandard， Original Standardという諾も使用している。なおj 松本教授
は基準標準を最初に問題忙したのはハリスゾの[4]の論文であると害いているが;注29)で明ら
かなよlうに，彼は19日年の[1)の諭文ですでにふれていたのである。訟木雅男，基準標準原価
概患の研究， i原価i計算J(企業会計臨時増刊)1号， 1954年4月， 5Cベ ジ。なお，この松本教
授の論文は』基準標準原価について詳し〈説明している。
31) G. C. Harrison， (3)， p. 14 
.32) Ibid.， p. 15 
33) Ibid.， p. 17 















まず，彼の原価差異分析に用いられている公式は 2つの表 (A表と B表〕か
ら成ヮているが，この表壱使いこなすためには，あらかじめ以下の符号を理解
しておくことが必要である。






34) G. C. Harrison， (4)， p.238 
35) Ibid" p. 238 
36) なお，との論文(;l:'，ハリスンが1921年に出版した CostAccounti吋 toAid Productionのま
茸におさめられている。そり内容は，ほほ同じであるが，著書の方には若干の追捕と削除および
重要なものではないが用語の変更が行なわれている。








(ω 1ヵ月の実際生産量の修E標準原価 (revisedstandard cost). これ
は作業方法に変化はないが，標準価格の変動をおり込んだものである。
但o 1ヵ月の実際生産量の基準標準原価ないし原初標準原価。





























原の価原差因異別分区析分 生応産じのた白井増変動減費に 月別品定費 l錯すり閏 1橋智目当
(1)総額比較 H-A H-A H-A H-A 
標準差異
(2)修正標準 E王《ゐ H-G Hー G H-G 
(ar) F-G (ar) F-G (ar) F-G (ar) F-G 




H-E H-E H-E 
(a) F-E (a) F-E (a) F-E 
(ar&r) G-E 作曲r) G← E (ar&r) G-ι 
労務費差異
(78)賃時 卒間 ll-A 
B-A B-A 臼 A




B-A B-A B-A B-A 




{1有価格山 ll-A B-A B-A B-A 
ω消費量 (p)日 B (b) C-B (叫 D-B 何1E-B 
(a) F-B 
(ar&r) G-B 










P-l 労務費 I~7+3曽) I~3+7+8a I~2+7十 8r I=2ar+3十7十3ar
P-2 材料費 I~9+ 10匝) I~3+ 9+ 10a I~2+9 +l0r I=2ar+3+9+10ar 
P-3 用役 I~ll +l2(p) I~3 +l1十 12a I~2十 11+12r I=2ar+3十11+12町
P-4 経費 I~13 I~3+ 13. I~2十 13r I=2ar十3+13ar
ω 月別固定費
b-l 労務費 I~4+ 5+6+7+8b I~3+4十 5+6a+7+8b I~2十 4+5十6r+7十 8b I=2ar+3十4+5+6ar+7 +8b 
b-2 材料費 I~4+ 5十 6+9+ 10b I~3+4+5十6a+9十 10b I~2十4十 5十6r+9 +l0b I=2ar十3+4+5+6ar十日十10b 苦車
b-3 用役 I~4+5+6+11 十 12b I~3+4+ 5+6a十l1+l2b I~2+4+5+6r+ 11十 12b I~2ar+3+4+5+6ar+ 11+12b 富耐震




c-l 賞務費I=5+6+7+8c ¥ I~3+ 5+ 6a十 7+8c I~2+5十6r十7+8c I=2ar+3+5+6ar十7-，-8c δ出
c-2 材料費 I~5+6 +9十 10c I~3+5+6a+9十 10c I~2十 5+6r十 9十 10c I=2ar十3十5+6ar+9+10c
c-3 用役1=5十日+11+12c I~3+ 5+6a+11+12c I~2十 5十6r+11+12c 1=2ar+3十5+6ar十11十12c
c-4 経費 I~5+6+13c I~3+5+6a十 13c I~2+5+6r+13c I=2ar+3+5+6ar十13c
(司 実際作業日当り固定費
d-l 蛍務費1=6十7-3d 1_3+6.+7十8d I~2+6r十7+ 8d I=2ar十3十日ar+7十8己
d-2 材料費 I~6+ 9'-10d I-3十日a十9+10d I~2+6r +9 +10d I=2ar+3+6ar+9+10d 
d-3 用役I-6十11+12d I=3+6a十11+12d I~2+6r+ll+ I2d I=2ar+3十6.r+11+12d
d-4経費I=6+l3d I-3+6a+13d I~2十 6r十 13d 1=2ar十3十6ar十13ヨ
I=iodicatesの略，数字は原価差異分析の原価別区分の時号を示し.A表の箪1欄に関連する。


































トソ当り標準材料単価 ... ・…目".，…… ・一・・…， …回目・ ・0.10ドノレ
実際値の仮定数値
当月作業予定日数・ ・・・・・・ ・・…… ・ H ・H ・・・…・・ ……・田・・23日
当月作業実際回数 ・ ・…・・・・・ ω・… 日 ・・ 20日
標準価格による消費材料費 ・ . 300.00ドノレ
実際価格による消費材料費ー 350.00ドノレ




(司標準価格kよる実際消費材料費・ ・ ー .ー..... ー300.00ドノレ
(c) 標準作業月の突替標準材料費・….........・H ・H ・…・・・・・・ 400日日ドノレ
23 ω) 当月作業予定日数の交替標準材料費 5x 400.......... …368.00ドル
20 ⑩ 当月作業実際日数の交替標準材料費 5x 400・ u 日・ 320.00rノレ
(的 突際生産高の交替標準材料費， 2，800 x 0.10・u ・ ・ 280.00下ノレ





(1) 総額 (H -A) 140-350 .210 
ゆ) 標準差異駒 (H-F) 140-280 権 140
(会) 作業日数 (D -C) 368-400 ホ 32
(5) 不働時間 (E-D) 320-368 ホ 48
38)基準標準と交替標準の差額である。この差額は，したがって現在の能半とは関係ない。
ハリスソの標準原価計事前における原市差異分析について (37) 37 
(日)生産能率 (F -E) 280-320 * 40 
(9) 価格 (B-A) 300-350 • 50 
M 消費量 (c -B) 400-300 100 












































































41) H. E皿 erson，Efficiency山 aBasis 101' Operation and Wages， 3rd ed.， 1912， p.149 
42) G. C. Harrison， 5師ndarrlCosts， 1930， p. 12 
43) c. L. Maze and }. G. Glover， How to Analyze Costs， 1929. p. 22 
44) G. C. Harrison， (1)， Vol. 57. p. 54 
40 (40) 第96巻第1号
論の中に，それが十分完成されたものでないにしても，すでに認めうることは
驚くべきことである。そしてこのことは，第l次大戦前後のアメリカ資本主義
がそれだけ成熟していたことの 1つのあらわれをなすものとみられるが，同時
にわれわれは，こうした成熟の背後には以上にみるような彼の原価差異分析を
提起させずにはおかなかった企業経営上の困難な事態が進行しつつあったこと
を見落すことはできないであろう。
